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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第27期
第１四半期
連結累計期間

第28期
第１四半期
連結累計期間

第27期

会計期間
自　平成27年12月１日
至　平成28年２月29日

自　平成28年12月１日
至　平成29年２月28日

自　平成27年12月１日
至　平成28年11月30日

売上高 （千円） 518,101 565,044 2,662,917

経常利益又は経常損失（△） （千円） △44,584 △33,408 87,130

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純損失（△）
（千円） △27,776 △27,095 △76,989

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △42,010 △32,061 △81,152

純資産額 （千円） 1,215,516 1,118,979 1,176,373

総資産額 （千円） 1,986,568 1,967,016 1,876,081

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）
（円） △15.72 △15.34 △43.59

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 61.2 56.9 62.7

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失金額で

あり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1）業績の状況

　当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、英国のEU離脱及び米国の大統領選挙の動向などにより、方向

感が見えにくい状況が継続いたしました。為替についても、円高から円安への流れが進んで参りましたが、依然と

して先行きの不透明感が払しょくできない状況にあります。このような環境のもと、当社グループは、既存の事業

の強化、主力商品である半導体製造装置の分野に関連した自社製品の開発・拡販、グループ各社の協業による新製

品の開発・拡販及び新規商材の開拓に取り組んで参りました。業績の回復に向けたこれらの取り組みの途上ではあ

りますが、足元では、受注高は上昇傾向にあります。

　この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は565,044千円（前年同四半期比9.1％増）、営業損失は

37,929千円（前年同四半期は、59,618千円の営業損失）、経常損失は33,408千円（前年同四半期は、44,584千円の

経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失は27,095千円（前年同四半期は、27,776千円の親会社株主に帰属

する四半期純損失）となりました。

 

　セグメントごとの業績は次のとおりであります。

①　エレクトロニクス事業

　当社が、主力商品であるワイヤボンダーに代表される半導体製造装置やそれに付随する消耗品等を海外より仕

入れ、搬送装置等の付加価値を加えるなどした上で、国内の顧客に販売しております。また、エレクトロニクス

メーカー向けの材料、大学・研究所向けの研究開発用の小型の機器等を国内外から仕入れ、販売しております。

当第１四半期連結累計期間においては、半導体製造装置の販売が堅調に推移いたしました。

　この結果、売上高は383,108千円（前年同四半期比12.8％増）、営業利益は8,391千円（前年同四半期は、

1,411千円の営業損失）となりました。

②　マリン・環境機器事業

　当社が、大型船舶向けの救命艇および救命艇昇降装置等の舶用機器を国内メーカーより仕入れ、国内外の造船

所に販売しております。また、液体の濃縮・分離を行うためのフィルター等の環境機器を海外より仕入れ、エン

ジニアリングを行った上で国内の顧客に販売しております。舶用機器については、前連結会計年度以前より受注

した案件が予定どおりに売上げました。一方、環境機器については、原油関係に代わる新たな案件に取り組んで

参りました。

　この結果、売上高は71,003千円（前年同四半期比47.6％増）、営業利益は9,311千円（前年同四半期比256.8％

増）となりました。

③　ＳＩ事業

　連結子会社である株式会社ペリテックが、計測・検査システムの受託開発を行うとともに、主に計測・検査に

係る自社製品を企画・開発し、販売しております。当第１四半期連結累計期間においては、売上は堅調でした

が、利益面では低調に推移致しました。

　この結果、売上高は81,590千円（前年同四半期比16.1％増）、営業損失は16,422千円（前年同四半期は、

14,699千円の営業損失）となりました。

④　サイエンス事業

　連結子会社である株式会社ケーワイエーテクノロジーズが、主に理化学機器分野の研究開発、製造、仕入れを

行い、顧客に販売しております。当第１四半期連結累計期間においては、売上、利益ともに低調に推移致しまし

た。

　この結果、売上高は29,342千円（前年同四半期比51.2％減）、営業損失は1,575千円（前年同四半期は、1,832

千円の営業損失）となりました。
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(2）財政状態の分析

（総資産）

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は1,967,016千円（前連結会計年度末比90,935千円の増加）となり

ました。これは主に、受取手形の増加91,652千円、商品の増加44,254千円、仕掛品の増加51,331千円、繰延税金資

産（流動資産）の増加10,041千円および繰延税金資産（投資その他の資産）の増加18,659千円の一方で、現金及び

預金の減少100,366千円および売掛金の減少25,312千円によるものであります。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産は1,118,979千円（前連結会計年度末比57,393千円の減少）となり

ました。これは、会計方針の変更に伴う繰延税金資産の増加、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上および配

当金の支払による利益剰余金の減少52,427千円ならびに繰延ヘッジ損益の減少5,352千円の一方で、その他有価証

券評価差額金の増加386千円によるものであります。

（自己資本比率）

　当第１四半期連結会計期間末における自己資本比率は56.9％（前連結会計年度末比5.8ポイント減）となりまし

た。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 8,000,000

計 8,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年２月28日）

提出日現在発行数
（株）

（平成29年４月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,316,000 2,316,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

（注）１、２

計 2,316,000 2,316,000 － －

（注）１　単元株式数は100株であります。

２　当社の発行済株式は、すべて株主としての権利に制限のない、標準となる株式であります。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年12月１日

～平成29年２月28日
－ 2,316,000 － 100,210 － 75,210

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直近の基準日（平成28年11月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

平成29年２月28日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　550,100
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　1,764,600 17,646 －

単元未満株式 普通株式　　1,300 － －

発行済株式総数 2,316,000 － －

総株主の議決権 － 17,646 －

 

②【自己株式等】

平成29年２月28日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）      

テクノアルファ株式会社

東京都品川区西五反田二丁

目27番４号　明治安田生命

五反田ビル

550,100 － 550,100 23.75

計 － 550,100 － 550,100 23.75
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年12月１日から平

成29年２月28日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年12月１日から平成29年２月28日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年11月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年２月28日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 353,903 253,537

受取手形 31,095 122,747

電子記録債権 10,584 9,151

売掛金 658,336 633,024

商品 231,291 275,546

仕掛品 21,171 72,503

繰延税金資産 10,233 20,274

その他 48,367 50,382

貸倒引当金 △604 △422

流動資産合計 1,364,378 1,436,745

固定資産   

有形固定資産   

有形固定資産 180,200 180,943

無形固定資産   

その他 17,379 16,362

無形固定資産合計 17,379 16,362

投資その他の資産   

投資有価証券 240,397 240,959

繰延税金資産 6,532 25,192

その他 67,192 66,813

投資その他の資産合計 314,123 332,965

固定資産合計 511,702 530,271

資産合計 1,876,081 1,967,016

負債の部   

流動負債   

買掛金 204,438 258,141

短期借入金 ※ 220,000 ※ 370,000

リース債務 1,142 1,148

未払法人税等 42,432 900

賞与引当金 － 15,360

その他 105,186 81,263

流動負債合計 573,200 726,813

固定負債   

リース債務 3,725 3,436

退職給付に係る負債 53,361 45,587

役員退職慰労引当金 62,183 64,643

繰延税金負債 4,169 4,499

資産除去債務 2,917 2,919

その他 149 137

固定負債合計 126,506 121,223

負債合計 699,707 848,036
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年11月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年２月28日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 100,210 100,210

資本剰余金 121,646 121,646

利益剰余金 1,606,449 1,554,022

自己株式 △657,326 △657,326

株主資本合計 1,170,979 1,118,552

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 707 1,093

繰延ヘッジ損益 4,686 △666

その他の包括利益累計額合計 5,394 427

純資産合計 1,176,373 1,118,979

負債純資産合計 1,876,081 1,967,016
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年12月１日
　至　平成28年２月29日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年12月１日
　至　平成29年２月28日)

売上高 518,101 565,044

売上原価 370,894 421,585

売上総利益 147,206 143,459

販売費及び一般管理費 206,824 181,388

営業損失（△） △59,618 △37,929

営業外収益   

受取利息 3,326 3,201

受取配当金 1,589 1,543

保険返戻金 24,826 244

その他 228 13

営業外収益合計 29,970 5,002

営業外費用   

支払利息 357 244

為替差損 14,502 173

支払手数料 76 26

その他 － 37

営業外費用合計 14,936 481

経常損失（△） △44,584 △33,408

特別損失   

固定資産除却損 355 －

特別損失合計 355 －

税金等調整前四半期純損失（△） △44,939 △33,408

法人税、住民税及び事業税 1,357 1,024

法人税等調整額 △18,520 △7,337

法人税等合計 △17,163 △6,312

四半期純損失（△） △27,776 △27,095

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △27,776 △27,095
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年12月１日
　至　平成28年２月29日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年12月１日
　至　平成29年２月28日)

四半期純損失（△） △27,776 △27,095

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △10,085 386

繰延ヘッジ損益 △4,148 △5,352

その他の包括利益合計 △14,233 △4,966

四半期包括利益 △42,010 △32,061

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △42,010 △32,061

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日。以下「回収

可能性適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間から適用し、繰延税金資産の回収可能性に関する会計処理

の方法の一部を見直しております。

　回収可能性適用指針の適用については、回収可能性適用指針第49項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第

１四半期連結会計期間の期首時点において回収可能性適用指針第49項(3)①から③に該当する定めを適用した場合の繰

延税金資産の額と、前連結会計年度末の繰延税金資産の額との差額を、当第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余

金に加算しております。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の期首において、繰延税金資産（投資その他の資産）及び利益剰余金がそれ

ぞれ18,815千円増加しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※当座貸越契約

 
前連結会計年度

（平成28年11月30日）
当第１四半期連結会計期間
（平成29年２月28日）

当座貸越極度額 1,020,000千円 1,020,000千円

借入実行残高 220,000千円 370,000千円

差引額 800,000千円 650,000千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであ

ります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年12月１日
至　平成28年２月29日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年12月１日
至　平成29年２月28日）

減価償却費 5,605千円 5,759千円

のれんの償却額 9,595千円 －千円

 

（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自　平成27年12月１日　至　平成28年２月29日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年２月25日

開催定時株主総会
普通株式 44,147 25.00 平成27年11月30日 平成28年２月26日 利益剰余金

 

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自　平成28年12月１日　至　平成29年２月28日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年２月24日

開催定時株主総会
普通株式 44,147 25.00 平成28年11月30日 平成29年２月27日 利益剰余金

 

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年12月１日　至　平成28年２月29日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 

エレクトロニク
ス事業

マリン・環境機
器事業

ＳＩ事業 サイエンス事業

売上高      

外部顧客への売上高 339,564 48,090 70,301 60,145 518,101

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － 17,467 － 17,467

計 339,564 48,090 87,768 60,145 535,568

セグメント利益又は損失

（△）
△1,411 2,609 △14,699 △1,832 △15,332

 

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 △15,332

全社費用（注） △44,285

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △59,618

（注）　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年12月１日　至　平成29年２月28日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 

エレクトロニク
ス事業

マリン・環境機
器事業

ＳＩ事業 サイエンス事業

売上高      

外部顧客への売上高 383,108 71,003 81,590 29,342 565,044

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － 2,700 － 2,700

計 383,108 71,003 84,291 29,342 567,745

セグメント利益又は損失

（△）
8,391 9,311 △16,422 △1,575 △296

 

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 △296

全社費用（注） △37,633

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △37,929

（注）　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年12月１日
至　平成28年２月29日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年12月１日
至　平成29年２月28日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △15円72銭 △15円34銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）
△27,776 △27,095

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（△）（千円）
△27,776 △27,095

普通株式の期中平均株式数（株） 1,765,890 1,765,890

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年４月６日

テクノアルファ株式会社

取締役会　御中

 

三優監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 杉田　　純　　印

 

 業務執行社員  公認会計士 川村　啓文　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているテクノアルファ

株式会社の平成28年12月１日から平成29年11月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成28年12月１日か

ら平成29年２月28日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年12月１日から平成29年２月28日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、テクノアルファ株式会社及び連結子会社の平成29年２月28日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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